
知っちょる？  統計やややまままぐぐぐちちち    

57 県経済の全体像表す県民経済計算   ２８年５月１９日掲載  

 

「 山 口 県 は 工 業 県 」 と よ く 言 わ れ ま す が 、 こ れ に は も ち ろ ん 数 字 の 裏 付 け が あ り

ま す 。 県 経 済 の あ り よ う を 調 べ る 場 合 、 ま た 、 他 県 と の 比 較 を 行 う 場 合 に は そ の た

め の ツ ー ル が 必 要 で す が 、 県 民 経 済 計 算 を 使 え ば 簡 単 で す 。 県 民 経 済 計 算 は 、 い わ

ば 、 県 経 済 の 全 体 像 を 表 す ” 県 経 済 の も の さ し ” と も 言 え る も の で す 。  

今 回 は 、 山 口 県 の 総 生 産 の ３ 割 を 占 め る 製 造 業 に つ い て 、 中 国 ５ 県 で 山 口 県 と 同

じ く 製 造 業 の 占 め る 割 合 が 大 き い 広 島 県 、岡 山 県 と 比 較 し て み ま し ょ う 。ち な み に 、

県 民 経 済 計 算 で は 製 造 業 を 「 食 料 品 」 「 化 学 」 「 石 油 ・ 石 炭 製 品 」 「 鉄 鋼 」 「 輸 送

用 機 械 」 な ど １ ４ 項 目 に 分 類 し て 推 計 し て い ま す 。  

ま ず 山 口 県 で す が 、 「 化 学 」 の 割 合 が 最 大 で 、 以 下 、 「 石 油 ・ 石 炭 製 品 」 、 「 輸

送 用 機 械 」 と 続 き ま す 。 次 に 広 島 県 で す が 、 昔 か ら 造 船 業 や 自 動 車 産 業 が 盛 ん な た

め 、 「 輸 送 用 機 械 」 の 占 め る 割 合 が 最 大 と な っ て い ま す 。 水 島 コ ン ビ ナ ー ト に 国 内

最 大 の 製 油 所 が あ る 岡 山 県 は 「 石 油 ・ 石 炭 製 品 」 の 割 合 が 最 大 で す 。  

こ の よ う に ３ 県 の 製 造 業 を 比 較 し た だ け で も 、そ れ ぞ れ の 特 色 が よ く わ か り ま す 。 

県 民 経 済 計 算 は 、県 内 の 経 済 活 動 の 成 果 を 、生 産・分 配・支 出 の 三 面 に わ た っ て 、

総 合 的 、 体 系 的 に 把 握 で き る よ う 推 計 し た も の で 、 県 経 済 の 規 模 、 成 長 率 、 産 業 構

造 な ど 、 ま と め て ひ と つ の 統 計 に し て い ま す 。 内 閣 府 や 各 都 道 府 県 の ホ ー ム ペ ー ジ

に 掲 載 さ れ て い ま す の で 、 ぜ ひ 一 度 ご 覧 下 さ い 。  

 

【 中 国 ３ 県 製 造 業 の 比 較 】 （ 製 造 業 を 10 0 と し た 場 合 ）   

 

 

 

              出 典 ： 各 県 平 成 25 年 度 県 民 経 済 計 算  

 

※ 平 成 2 5年 度 県 内 総 生 産 額 (名 目 )は 、 山 口 県 5兆 7 , 7 8 9億 円 、 広 島 県 1 0兆 8 , 4 2 9億 円 、 岡 山 県 7兆 2 , 7 3 4億 円  

※ 平 成 2 5年 度 製 造 業 の 生 産 額 は 、 山 口 県 1兆 7 , 9 5 9億 円 、 広 島 県 2兆 4 , 1 6 0億 円 、 岡 山 県 1兆 9 , 5 1 4億 円  
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